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背景

●平成27年9月関東・東北豪雨鬼怒川決壊

避難の遅れ等により、多くの住
民が孤立し、約4,300人が救助

〈まえがき〉

マイ・タイムライン実践ポイントブック検討会/R2.6

出典）中央防災会議 平成30年7月豪雨を踏まえた水害・土砂
災害からの避難に関するワーキンググループ
平成30年7月豪雨を踏まえた水害・土砂災害からの避難のあり
方について（報告）/平成30年12月

新潟県長岡市

新潟県燕市

下館河川事務所/逃げキッド

●マイ・タイムラインに関する取組
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●避難の考え方
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目的

・避難のきっかけは自治体から出る避難情報でいいのか・・
⇒住民が自ら判断できないか

・複数河川を対象に避難のリードタイムを見える化できないか

A川（X時間）

B川（Y時間）

・前線性の雨を対象にしたマイ・タイムラインの検討例が少ない

マイ・タイムライン作成支援教材を作る！＠新潟県加茂市

課
題

気象情報

河川情報
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方法

①対象災害と河川の検討

②取組の進め方・取組対象と教材様式の検討

③前線性降雨を考慮した気象情報に基づく避難判断基準の検討

④確認すべき水位観測所と河川情報に基づく避難判断基準の検討

・過去の主要洪水の降雨要因
・国の川と県の川

・ワークショップ方式？個別作成方式？
・子供？大人？

・府県気象情報 ほか

・確認すべき水位観測所図（マイ・水位観測所図）作成
・避難のためのリードタイム設定
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着眼点

◆対象災害の検討

◆対象河川の検討

順位 降雨要因 洪水名
実測流量
（m3/s）

順位 降雨要因 洪水名
実測流量
（m3/s）

第1位 前線 H23.7.29 3,402 第6位 前線 S63.7.10 1,587

第2位 前線 H16.7.13 2,485 第7位 前線 H18.7.1 1,523

第3位 前線 S53.6.26 2,250 第8位 前線 H29.7.25 1,510

第4位 前線 S51.8.14 1,738 第9位 前線・台風 H29.7.4 1,493

第5位 前線 S36.8.6 1,666 第10位 前線 H10.8.4 1,488

信濃川下流（帝石橋観測所）における過去１０洪水（2020年1月1日まで）

信濃川下流域の過去10洪水

洪水時・・大河津分水路によって信濃川上流域からの流入は無くなるものの、下流域内
でのまとまった降雨による本川及び支川の増水に伴う氾濫への警戒が必要

大正川には基準水位が設定されていないため除外

管理者 河川名

国 信濃川（下流）

県 加茂川

下条川

・対象河川は３つ

・対象災害は前線性降雨
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着眼点

◆取組の進め方の検討

小学校
4年生以上

・大人も子供も

◆取組対象の検討

◆教材様式の検討

小学校の
防災教育での
活用も視野に

出典）12月10日、伊豆の国市立長岡北小
学校にて公開授業を開催

平成30年12月3日 国土交通省中部地方
整備局沼津河川国道事務所

・一人でもみんなでも

＆

＆

検討結果が一枚にまとまらない

逃げキッド
/下館河川事務所

内容が難しい

進行者が必要

ノート型マイ・タイムライン
/下館河川事務所

・できるだけ簡単に
・一人,みんなでも使えるように
・検討結果を一枚に
・ハザード情報も資料中に



着眼点

◆前線性降雨を考慮した気象情報に基づく避難判断基準の検討
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図-気象情報に基づく避難判断基準

特に水位上昇が急激な支川にお
いては水位情報だけでは避難が
遅れる恐れ
→気象情報(雨量予測)も用いる
必要があると考えた

・一般に公表され住民が入手しや
すい府県気象情報の雨量予想を避
難判断基準として用いた

・避難判断基準の雨量予想の閾値
を設定するため、信濃川下流で
H24～R1年度の水防待機水位以上

となる前線性洪水を対象に府県気
象情報を時系列的に整理した

・加茂市などの信濃川下流域で避
難が必要なる洪水をもたらす可能
性のある雨量予報の閾値(中越地方
で24時間で100mm)を気象台とも協
議の上、設定した



着眼点

◆確認すべき水位観測所と河川情報に基づく避難判断基準の検討
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複数の河川 / 複数の水位観測所

どの川の どの水位観測所 を見ればよいの？

これを解決するため・・「マイ・水位観測所図」を作成

23区分 9区分

①6つの水位観測所の受持区間からの浸水想定区域を重ね合わせ
：信濃川（下流）、関屋分水路 [尾崎、保明新田]
：下条川 [大平、小橋] ：加茂川 [黒水、昭和橋]

②重ね合わせた図面の使いやすさ、見易さ向上のための検討

また、９つの区分毎に、該当する区分中で最も短いリードタイムを設定した

表-リードタイムの整理(一部抜粋)

図-マイ・水位観測所図

区分を統合



〈主な作成の手順〉
A)手引き(資料1)の手順に沿って作業
B)ﾏｲ・水位観測所図(資料2)で自宅位置を把握
C)ﾏｲ・ﾀｲﾑﾗｲﾝ様式(資料3)にBの結果を記入
D)Cより自分の着目すべき水位観測所とその水位がわかる
E)手引き(資料1)で氾濫発生までのﾘｰﾄﾞﾀｲﾑがわかる
F)ﾏｲ・ﾀｲﾑﾗｲﾝ様式(資料3)にEの結果を記入
G)避難を開始するﾀｲﾐﾝｸﾞを検討し、ﾏｲ・ﾀｲﾑﾗｲﾝ様式(資料3)に結果を記入

結果 ◆着眼点を寄せ集めてマイ・タイムライン教材を検討・整理した
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資料１：手引き

浸水想定区域図

マイ・水位観測所図

黄色■か

B)自宅はココ

資料３：ﾏｲ・ﾀｲﾑﾗｲﾝ様式

F) リードタイム

を記入

信濃川の氾濫危険水位

信濃川の到達（避難指示発表の基準）

は氾濫が発生する2時間前、下条川・

加茂川は45分前か・・.おじいちゃんは

避難に時間がかかるから、支川につ

いては避難判断水位から避難を始め

よう！

A)手引きの手順に
沿って作業

資料２：参考図面

資料４：行動参考様式

G)避難を開始するタイミングの検討

下条
げ じょ う

川
がわ

尾崎
お さ き 保

ほ

明
みょう

新田
しんでん 小橋

こ は し

黒水
くろ みず

昭和
し ょ う わ

橋
ばし

避難
ひ な ん

判断
はんだん

水位
す い い

9.1
m

6.5
m

10.21
m

41.9
m

12.6
m

氾濫
はんらん

危険
き け ん

水位
す い い

10.2
m

8.2
m

10.61
m

42.5
m

13.7
m

1 ● ●

2 ● ● ●

3 ● ● ● ● ●

4 ● ● ● ●

5 ●

6 ● ● ●

7 ● ● ● ●

8 ● ● ●

9 ● ●

NO.

マイ・水位
す い い

観測所図の

色

水位
す い い

観測所

信濃川
しなの がわ

加茂川
か も が わ

C)自宅位置

の色はコレ

D)自分の着目すべき

水位観測所とその水

位がわかる



マイ・タイムラインの更新
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・作成した資料を基にマイ・タイムライン作成講習会を開催
表-講習会後の意見

図-講習会の様子

令和4年6月
加茂市職員
約40名対象

家屋倒壊等
氾濫想定区域を
２つに分割して
回答欄を増設

・講習会時の意見に基づき資料を更新

気象庁HPの見
方の強化として、
解説を追加



課題と対応（予定）
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・自治体や地元主体での取組の推進

・より長いリードタイムの確保

・継続的な支援の実施

：県管理河川におけるリードタイムが短い
→流域雨量指数の予測値や洪水キキクルの活用検討

：市民にどうやって作成指導をすべきかという意見あり
→下記参考資料を作成

◆自治体職員が住民に対して
◆自主防災組織等の会長が組織員に対して

マイ・タイムラインの
作成を支援

：自治体によってマイ・タイムラインへの取組状況は異なる
→水害に強い信濃川下流域づくり推進協議会のもと、
流域内9市町村のマイ・タイムライン作成の支援を実施
（信濃川下流域の特徴や、自治体の検討状況を踏まえた
支援を実施する必要がある）

図-流域雨量指数 図-洪水キキクル
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